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【 1 】以下の定積分を計算せよ．
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【 5 】曲線 y = coshx, (0 ≤ x ≤ 1) を x 軸のまわりに 1回転してできる立体の表面積を求めよ.



【 2 】広義積分∫ ∞

0

dx

x3 + 1

が収束することを示し, その値を計算せよ.

【 3 】極方程式 r = e−θ (0 ≤ θ)で表される曲線の長さを求めよ.



【 4 】曲線 x2 − y2 = 1, x ≥ 0 と 2直線 y = ± 1√
3
x によって囲まれる部分の面積を求めよ.




